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　災害の規模、タイプ、フェーズに応じた災害支援活動を理解し実践するとと
もに、災害医療教育において指導的立場が担える高度災害医療人材を養成す
る。
　特に本コースでは、超急性期～急性期における支援に加え亜急性期～慢性期
にかけ問題となる慢性疾患等を対象とした長期的視野で活動を行うことのでき
る災害支援医療チームのリーダー的役割を担う医師・歯科医師を養成する。

熊本大学、九州大学

高度災害医療人養成プログラム　医師・歯科医師特化コース

医師、歯科医師

２年間（必要時間の履修ができなかった場合は延長可）

＜修了要件＞　学校教育法の履修証明プログラムと位置付ける。修了要件は、
必修科目（40時間）、選択必修科目（20時間以上）の履修および選択科目と併
せ合計120時間以上の履修を修了した者に対して、履修証明書（Certificate）
を交付する。
＜履修方法＞　ハンズオン・研修などは熊本大学病院および実習・研修先にお
いて履修する。講義に関しては、原則として熊本大学病院で実施するが、履修
者の便宜を図る目的でe-learningも提供する。

＜必修科目＞（40時間）（講義はeラーニングで受講可能）
災害医療総論講義（10時間）、災害医療各論講義（10時間）トリアージ演習
（10時間）、チーム医療演習（10時間）
＜選択必修科目＞（20時間以上）（講義はeラーニングで受講可能）
医師向け専門診療講義：救急医療（10時間）、循環器（10時間）、代謝・栄養
（10時間）、災害精神医学（10時間）、感染対策（10時間）
歯科医師向け災害口腔医学講義：災害口腔医療救護学（10時間）、災害口腔医
療保健学（10時間）、災害時歯科コーディネート学（10時間）
共通講義：災害時のロジスティックス（20時間）、災害時の保健衛生（20時
間）
＜選択科目＞ （60時間以内）
①研修会への参加
熊本大学病院災害医療研修会、熊本県災害医療コーディネーター研修会、二次
救命処置（ICLS）、外傷初期診療（JPTEC, JATEC）、多数傷病者対応
（MCLS）、ロジスティックス研修、災害口腔医学研修、災害時身元確認研
修、他
②災害訓練への参加　（医療チームとして参加）
熊本大学病院災害医療訓練、内閣府総合防災訓練、DMAT実動訓練、他
③熊本地震の被災病院研修（阿蘇医療センターなど）

　災害の規模、タイプ、フェーズに応じた災害時の医療支援活動について学ぶ
とともに、災害医療支援や災害医療教育におけるリーダー的役割を担う医師・
歯科医師を養成する。医師向け、歯科医師向け各々の選択必修科目を設けてい
る。また、災害時の医療チームでチームリーダーを務め医療系専門職員や行政
職員とも適切に連携できる人材を養成することや、多忙な医師・歯科医師から
多く参加できるように必修科目の講義においてはeラーニングによる受講も可能
とした点に特色がある。

　熊本大学病院災害医療教育研究センターのスタッフ医師、熊本大学病院の救
急部スタッフ医師や災害派遣医療チーム（DMAT）隊員、専門診療科医師及び九
州大学歯学部指導教員をはじめ、院外からも災害医療の専門家やインストラク
ターを招いて講義や実習などの指導を行う。



教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

対象者 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 H34年度 計

医師 5 5 5 5 20

歯科医師 5 5 5 5 20

計 0 10 10 10 10 40

受入目標人数

　本コースは履修証明プログラムとして、既定の要件を満たした修了者には履
修証明書（Certificate）を発行し、職業能力証明としてキャリア形成を支援
する。
修了者は災害医療に関わる様々な活動においてリーダー的役割を担うととも
に、熊本大学病院災害医療教育研究センターのスタッフとして、または九州大
学病院歯科部門災害時派遣登録スタッフとしての活躍も期待される。


